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～貝細工・帆船
はんせん

の作り方～ 
 

【部品の確認】 

（袋に入っているもの） 

・土台…１個 ・長い棒…１本 

・白い貝がら（帆）…７個 ・中位の棒…２本 

・小さい貝がら…３個 ・短い棒…７本 

（その他で使うもの） 

・針金…３本            ・赤い糸…１本 

・ボンド 

 

【作り方】 

①まずは棒と貝がらを置いて、イメージしてみる。 

 一番長い棒は真ん中に置く。 

この時、棒と貝がらの向きに注意！ 

棒はとがっている方が上に来る。貝がらはギザギザが下に来る。 

 

②棒に針金を巻き付け、貝がらを固定する。 棒の下先は土台にはめ込むので、 １㎝位あけてから、4，5 回針金を

巻き付ける。短い棒も長い棒と針金で固定する。 “×”の形に巻くと良い。真ん中の帆が完成したら、左右の帆

も同様にして作っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番長い棒から始めるとわかりやすい。     なるべく隙間がないように針金を巻く。     短い棒もしっかり固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏から見るとこんな感じになる。         真ん中の帆を土台に固定する。            左右の帆も同様に作って、固定する。 
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③小さい貝がらを、帆の先にボンドでつける。（最後でも OK！） 

 

④赤い糸を帆船に巻き付けていく。最初と最後は土台に結んでしまう。 

 もし途中で糸の長さが足りなくなったら、そこから新しい糸をむすんで進めていく。 

   

順番に巻き付けていく。1 本の棒に 2 回位で OK。            表面はこれで完成。 

   

裏面も同様に巻き付けていく。                        最後に、糸を土台に結んだら完成！ 

 

 

 

★自分のものだとわかるように、必ず名前を書こう！時間があったら、カラーペンで色をぬってもいいね♪ 

★片付けもしっかりやろう！近くに針金や、赤い糸は落ちていないかな？ 

★乱暴に扱うと壊れてしまうよ。大事に扱おう！ 

 


